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事
業
計
画
な
ど
を
説
明
。
そ
の

柱
と
な
る
年
間
調
査
研
究
テ
ー

マ
は
「
多
様
性
の
時
代
に
お

け
る
新
た
な
経
営
戦
略
～
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
あ
り
方
を

探
る
」。
生
産
人
口
減
少
と
い

う
局
面
を
迎
え
、
女
性
の
活
躍

で
き
る
環
境
整
備
や
多
様
な
人

材
が
そ
の
能
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
春
（
６
月
）
と
秋
（
10
月
）

の
２
回
、「
女
性
活
躍
推
進
と

企
業
経
営
」「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

経
営
の
可
能
性
」
と
題
し
て
そ

れ
ぞ
れ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
討
議
す
る
。

　
議
事
で
は
29
年
度
収
支
予
算

案
も
了
承
し
た
。
ま
た
、
商
工

会
議
所
会
頭
の
異
動
に
伴
い
、

酒
井
公
夫
・
静
岡
商
議
所
会
頭
、

山
田
壽
久
・
藤
枝
商
議
所
会
頭
、

岩
原
茂
雄
・
島
田
商
議
所
会
頭

の
顧
問
就
任
、
当
懇
話
会
研
究

部
会
長
の
西
野
勝
明
・
静
岡
県

度
事
業
計
画
な
ど
を
原
案
通
り

承
認
し
た
。

　
冒
頭
、
当
懇
話
会
会
長
の
大

石
剛
・
静
岡
新
聞
社
社
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
こ
と
し
に
入
っ

て
世
界
は
ま
す
ま
す
騒
が
し
く

な
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
の
政
権
運
営
が
ど
う
な
る
の

か
も
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
」
と

日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
に

触
れ
た
後
、「
県
内
で
は
６
月

末
に
県
知
事
選
を
迎
え
、
こ
ち

ら
の
行
方
も
気
に
か
か
る
と
こ

ろ
。
当
懇
話
会
は
前
身
の
静
岡

政
経
研
究
会
か
ら
改
組
し
て
８

年
目
を
迎
え
る
。
今
後
も
会
員

の
皆
様
に
お
役
に
立
て
る
情
報

を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
こ
の
後
事
務
局
が
次
年
度
の

立
大
経
営
情
報
学
部
教
授
の
退

任
に
伴
い
、
研
究
委
員
の
日
詰

一
幸
・
静
岡
大
人
文
社
会
科
学

部
教
授
の
研
究
部
会
長
と
竹
下

誠
二
郎
・
静
岡
県
立
大
経
営
情

報
学
部
教
授
の
研
究
委
員
就
任

も
報
告
、
了
承
さ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
当
懇
話
会
の
提
言

で
設
置
さ
れ
た
「
中
部
地
域
経

営
会
議
」
に
つ
い
て
、
前
年
度

に
引
き
続
き
「
中
部
地
域
の

創
生
ビ
ジ
ョ
ン
～
女
性
の
活
躍

編
」
の
具
体
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

　
総
会
後
、
共
同
通
信
社
論
説

委
員
長
の
杉
田
弘
樹
氏
に
よ
る

記
念
時
局
講
演
会
「
ト
ラ
ン
プ

新
大
統
領
と
日
米
関
係
の
行

方
」
が
行
わ
れ
た
。

　
講
演
会
後
、
会
員
親
睦
会
も

開
か
れ
、
政
治
や
経
済
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

（
４
～
５
㌻
に
講
演
抄
録
）

　
一
般
社
団
法
人
・
静
岡
県
中

部
未
来
懇
話
会
の
平
成
28
年
度

臨
時
社
員
総
会
が
３
月
７
日
、

静
岡
市
の
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静

岡
で
開
か
れ
た
。
正
会
員
、
特

別
会
員
、
賛
助
会
員
合
わ
せ
て

約
１
１
０
人
が
出
席
し
、
29
年

29
年
度
事
業
計
画
な
ど
承
認

女
性
活
躍
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
焦
点

静岡県中部未来懇話会　平成28年度臨時社員総会

多様化時代の経営戦略探る


